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【序論】光機能性材料である TiO2は太陽電池への応用が注目されており、現在では増感型太陽電

池の電極とする TiO2 ナノ構造の研究が盛んに行われている。その中で一次元的なナノチューブ構

造電極は、従来のナノ粒子で形成したナノ構造電極に比べ、光励起キャリアに対して高い伝導性

を有することや大きな孔があることから電解液が浸透しやすく、電解液-増感剤の間で正孔の移動

が効率良く行われることなどの利点が挙げられる。しかし、従来の TiO2ナノチューブ電極はほと

んどチタン板の上に陽極化成法により作製されたものである[1]。増感型太陽電池の電極として応

用する際に、FTO など透明電極上に TiO2 ナノチューブの形成が望ましいが、その報告例はまだ少

ない。そこで本研究では、FTO上に作製したZnOナノロッド(nanorod: NR)を鋳型に用いてTiO2  ナ

ノチューブ(nanotube: NT)を作製し、CdSe 量子ドット増感太陽電池に適用した。 

【試料作成】まず、FTO 基板に ZnO NR の鋳型を作製した[2]。次に、H3BO3(0.5 M)と(NH4)TiF6

水溶液に作製した ZnO NR を 3 h浸漬させた。その後、450 ℃で 2 h熱処理を行い TiO2 NT を作

製した[3]。その後、作製した TiO2 NT に化学浸漬法を用いて CdSe 量子ドット(10 ℃で 8 h‐12 h)

を吸着した[4]。さらに、CdSe 量子ドットの光溶解を防ぐために、ZnS 吸着を行った[5]。 

【結果】図 1は作製した TiO2  NT 電極の表面の SEM 像である。SEM 像から NT の内径は 23.4nm、

外形は、40.3nm、長さは 1.5 ㎛であることが確認できた。また XRD パターンや光吸収特性より、

TiO2  NT は Anatase 型であることが分かった。図 2は TiO2  NT を量子ドット増感太陽電池の電極

に適用した際に、CdSe 吸着時間変化による光電変換特性の変化を示す。図２から分かるように

CdSe を 12 h 吸着した条件で光電変換効率が最高で 2.1%に達成した。今後、TiO2  NT 電極の最適

化させる（長さ、直径など）ことにより、光電変換効率の向上が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. TiO2 NT 電極の表面 SEM 像    図 2 .CdSe 吸着時間変換による 

               TiO2電極の光電変換特性 
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